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●
改
革
へ
の
ス
タ
ン
ス

─
─
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
議
論
が
進
ん
で
い
る
が
、

関
西
電
力
の
基
本
ス
タ
ン
ス
は
？

　

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
は
、
安
定
供
給
の
確
保
、
電
気

料
金
の
最
大
限
抑
制
、
お
客
さ
ま
の
選
択
肢
拡
大
が
目

的
。
つ
ま
り
国
民
の
利
益
に
つ
な
が
る
電
力
シ
ス
テ
ム

を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
我
々
も
国
等
の
検
討
に
積

極
的
に
協
力
し
て
き
た
。
今
後
も
そ
の
姿
勢
は
変
わ
ら

ず
、
社
会
の
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
。

　

と
は
い
え
長
年
実
務
を
担
っ
て
き
た
事
業
者
と
し
て

見
れ
ば
、
改
革
に
は
懸
念
や
対
応
が
困
難
な
点
が
あ
る

の
も
事
実
。
電
力
は
生
活
や
産
業
活
動
の
基
盤
だ
け
に
、

改
革
で
基
盤
が
揺
ら
ぐ
こ
と
や
、
却
っ
て
お
客
さ
ま
や

株
主
の
利
益
を
損
な
う
こ
と
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
。

真
の
改
革
実
現
に
向
け
、
技
術
課
題
へ
の
対
応
や
事
業

環
境
の
整
備
が
必
要
で
、
こ
れ
か
ら
も
専
門
家
と
し
て

「
言
う
べ
き
こ
と
は
言
う
」
ス
タ
ン
ス
で
臨
ん
で
い
く
。

●
電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
（
広
域
機
関
）
設
立

─
─
改
革
の
第
一
段
階
・
広
域
機
関
の
設
立
は
電
力
会

社
が
提
案
し
た
そ
う
だ
が
、
そ
の
経
緯
は
？

　

電
力
各
社
は
こ
れ
ま
で
、
自
社
エ
リ
ア
の
安
定
供
給

を
維
持
す
る
た
め
適
切
な
供
給
予
備
力
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
広
域
運
用
に
つ
い
て
も
緊
密
な
連
携
で

緊
急
時
の
相
互
支
援
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し

二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
時
、
関
東
で
計
画
停
電

と
い
う
事
態
に
陥
っ
た
こ
と
や
、
ま
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
が
望
ま
れ
て
い
る
な
ど
、
広
域
的

電力システム改革と
安定供給への使命
電力会社は電力システム改革をどう捉え、
どのように動こうとしているのか？
改革の渦中にある当事者・実務を担ってきた専門家に
改革への見解と今後の抱負を訊いた。

森本 孝 関西電力 執行役員 総合企画本部本部事務局長

広域的運営推進機関の概要

な
電
力
運
用
の
重
要
性
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
我
々
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
広
域
運
用
の
技
術
・
知
見
を
生
か
し
て
課
題
解
決
を

め
ざ
そ
う
と
、
全
国
的
な
組
織
の
設
立
を
国
に
提
案
。

こ
れ
が
シ
ス
テ
ム
改
革
の
第
一
段
階
と
位
置
づ
け
ら
れ
、

電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
と
し
て
今
年
八
月
に
設
立

が
認
可
さ
れ
た
。
現
在
は
新
電
力
も
含
む
有
志
に
よ
る

準
備
組
合
が
一
五
年
四
月
の
業
務
開
始
に
向
け
詳
細
な

ル
ー
ル
づ
く
り
や
シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど
の
準
備
を
進
め

て
い
る
。

現　状

各電力会社の供給エリアごとに需要と供給の調整を実施

周波数変換設備や各電力会社間を結ぶ送電線（連系線）の容量に制約

各電力会社が系統アクセス業務
（送電網への接続受付・検討結果の通知）を実施

一部エリアでは再生可能エネルギーの導入量に制約

広域的運営推進機関が実施する業務

❶需給ひっ迫時に広域機関がエリアを跨いだ
　広域的な需給調整（電源の焚き増し指示等）を実施

❷周波数変換設備や連系線等の
　送電インフラの増強を指導・勧告し、建設を促進

❸系統アクセス業務を実施

❹再生可能エネルギーなどの増加に対応した
　広域連系系統の潮流管理等を実施

❶発電事業者への
　焚き増し指示 ❷送電インフラの

　増強指示

❸系統アクセス業務を実施
❹広域連系系統の管理

連系線 連系線

再エネの出力変動を
エリア横断的に吸収

広域的運営推進機関

Ｂ電力エリア
系統運用者

A電力エリア
系統運用者

C電力エリア
系統運用者

争
力
を
高
め
て
い
く
。

　

一
方
で
自
由
化
は
我
々
に
と
っ
て
も
事
業
拡
大
の
チ

ャ
ン
ス
。
電
力
供
給
と
い
う
事
業
の
枠
や
関
西
と
い
う

エ
リ
ア
の
枠
を
超
え
、
他
エ
リ
ア
・
海
外
も
視
野
に
入

れ
た
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
と
し
て
積
極
的
に
事
業

展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

─
─
エ
リ
ア
外
と
い
え
ば
、
今
年
四
月
、
Ｋ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ

（
関
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）
が
首
都
圏
で

電
力
供
給
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
企
業
の
Ｋ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ
は
、
こ
れ
ま
で
も
関

西
エ
リ
ア
内
外
で
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス＊

を
軸
に

事
業
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
電
力
自
体
の
供

給
を
望
む
声
も
多
く
い
た
だ
き
、
首
都
圏
で
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
た
。
ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
だ
が
、
お

客
さ
ま
の
期
待
も
大
き
く
、
我
々
が
め
ざ
す
総
合
エ
ネ

─
─
広
域
機
関
設
立
で
何
が
ど
う
変
わ
る
？

　

広
域
機
関
の
役
割
は
、
日
本
全
体
の
安
定
供
給
に
責

任
を
持
ち
、
電
源
の
広
域
運
用
に
必
要
な
送
配
電
網
の

整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
全
国
大
で
平
時
・
緊
急

時
の
需
給
調
整
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
。

　

つ
ま
り
広
域
機
関
設
立
後
は
、
各
エ
リ
ア
の
安
定
供

給
は
電
力
会
社
が
担
う
一
方
、
エ
リ
ア
を
跨
ぐ
需
給
調

整
は
広
域
機
関
が
担
う
こ
と
に
な
る
。
広
域
的
な
需
給

調
整
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
地
域
間
連

系
線
な
ど
送
電
イ
ン
フ
ラ
の
増
強
を
指
導
・
勧
告
す
る

よ
う
に
も
な
る
。

●
小
売
全
面
自
由
化

─
─
改
革
の
第
二
段
階
は
小
売
全
面
自
由
化
。
二
〇
一

六
年
に
家
庭
用
も
含
め
全
面
自
由
化
さ
れ
る
予
定
だ
が
、

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
？

　

小
売
全
面
自
由
化
に
は
、
お
客
さ
ま
選
択
肢
の
拡
大

と
、
事
業
者
の
事
業
機
会
拡
大
と
い
う
大
き
く
二
つ
の

狙
い
が
あ
る
。
自
由
な
選
択
を
希
望
さ
れ
る
お
客
さ
ま

の
期
待
に
応
え
る
制
度
で
あ
り
、
我
々
は
お
客
さ
ま
に

選
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
料
金
メ
ニ
ュ
ー
の
多
様
化

や
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
今
の
関
西
電
力
の
料
金
水
準

は
、
競
合
他
社
に
後
れ
を
取
っ
て
い
る
。
原
子
力
の
不

稼
動
が
長
期
化
す
る
な
か
、
代
替
火
力
燃
料
費
の
負
担

が
重
く
、
昨
年
に
は
や
む
を
得
ず
電
気
料
金
の
値
上
げ

に
至
り
、
忸
怩
た
る
思
い
だ
。
価
格
競
争
力
を
持
て
る

よ
う
、
効
率
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
火
力
電
源
の
競

鉄塔取替工事

給電運用業務
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ま
で
非
常
に
長
期
間
に
亘
り
巨
額
の
投
資
を
必
要
と
す

る
事
業
だ
。
こ
れ
ま
で
は
原
子
力
推
進
と
い
う
国
策
の

下
、
立
地
地
域
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

長
期
的
な
見
通
し
を
持
っ
て
民
間
で
事
業
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
総
括
原
価
方
式
に
よ
っ
て
費
用
回

収
に
も
一
定
の
予
見
性
を
持
ち
、
事
業
遂
行
に
必
要
な

投
資
を
着
実
に
行
う
こ
と
も
で
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
今
春
閣
議
決
定
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
で
は
、
原
子
力
は
「
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電

源
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
の
、
可
能
な
限
り
依
存

度
を
低
減
す
る
政
策
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
電
力
シ

ス
テ
ム
改
革
の
進
展
に
伴
う
総
括
原
価
の
廃
止
な
ど
の

大
き
な
環
境
変
化
に
よ
り
、
先
行
き
は
極
め
て
不
透
明

な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
民
間
事
業
者
で
あ
る
電
力
会 舞鶴発電所の点検作業

ル
ギ
ー
事
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
の
第
一
歩
と
し

て
今
後
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
は
十
分
に
あ
る
は
ず
だ
。

＊
電
気
・
熱
・
冷
水
な
ど
を
供
給
す
る
た
め
の
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
設
備
（
受
変
電
・

ボ
イ
ラ
・
空
調
・
自
家
発
電
設
備
な
ど
）
の
設
計
・
調
達
・
建
設
か
ら
運
転
・
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で一括
し
て
請
け
負
う
サ
ー
ビ
ス
。

●
自
由
化
実
施
へ
解
決
す
べ
き
課
題
①
安
定
供
給

─
─
で
は
自
由
化
は
良
い
こ
と
ず
く
め
？

　

お
客
さ
ま
が
、
自
由
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
享
受

し
て
い
た
だ
く
環
境
づ
く
り
が
重
要
。
そ
れ
に
は
電
力

需
給
の
安
定
が
必
須
の
条
件
。
現
在
の
よ
う
に
供
給
力

不
足
の
状
況
で
は
、
い
く
ら
全
面
自
由
化
し
て
も
競
争

が
活
発
化
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
供
給
力
不
足
は
、

原子力の特殊性

原子力課題への対応

●巨額の投資が必要

●立地から運転、廃止措置まで事業が長期に亘る

●廃炉や使用済燃料、廃棄物の処理処分など、発電終了後も長期に亘り事業
継続が必要

●原子燃料サイクルや原子力賠償制度など、長期に亘り相互扶助的に支えて
いるしくみ

規模 建設費用 廃止費用
原子力 120万kW 4,394億円 680億円
LNG 135万kW 1,620億円  81億円

出典：2011.12月コスト等検証委員会報告書 等

建設 運転 廃止措置
原子力 20年 40～60年 20～30年程度
石炭・LNG 10年 30～40年   1～2年程度

出典：2011.12月コスト等検証委員会報告書 等

事業環境の変化 課　題

事業者による自主的・継続的な安全性向上の推進

原子力依存度
低減

安全かつ確実な廃止措置を
実現するための課題

安全かつ確実に
原子燃料サイクルを
遂行するための課題

確実な損害賠償を
可能とするための課題

（原子力損害賠償制度見直し）

原子力発電を
一定規模確保するための課題

電力システム
改革

安全規制の強化
世界一厳しい

規制基準への適合

停
電
リ
ス
ク
ば
か
り
か
電
気
料
金
の
上
昇
要
因
に
も
な

り
か
ね
な
い
。

　

供
給
力
不
足
を
解
消
す
る
に
は
、
短
期
的
に
は
安
全

確
保
を
大
前
提
に
原
子
力
の
再
稼
動
を
進
め
る
こ
と
が

何
よ
り
重
要
だ
。
安
全
性
を
確
保
し
た
原
子
力
が
稼
動

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
火
力
燃
料
費
の
負
担
が
減
り
、
お

客
さ
ま
に
還
元
で
き
、
社
会
全
体
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
。

　

ま
た
長
期
的
に
は
、
自
由
化
後
も
持
続
的
に
安
定
供

給
が
確
保
で
き
る
体
制
の
構
築
が
必
要
で
、
我
々
も
国

等
と
協
力
し
、
詳
細
な
制
度
設
計
を
着
実
に
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

─
─
持
続
的
に
安
定
供
給
が
確
保
で
き
る
体
制
と
は
？

　

全
面
自
由
化
で
新
た
な
事
業
者
の
参
入
が
見
込
ま
れ

る
今
後
は
、
市
場
に
参
加
す
る
す
べ
て
の
事
業
者
が
供

給
力
確
保
に
責
任
を
持
つ
し
く
み
が
必
要
だ
。

　

当
然
な
が
ら
各
事
業
者
は
、
競
争
力
を
高
め
る
た
め
、

事
業
の
採
算
性
を
重
視
す
る
。
稼
動
率
の
低
い
電
源
の

保
有
や
、
将
来
の
需
要
を
見
据
え
た
電
源
開
発
投
資
な

ど
が
難
し
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
短
期
的
に
も
長
期

的
に
も
安
定
供
給
を
ど
う
担
保
し
て
い
く
の
か
、
き
ち

ん
と
し
た
制
度
設
計
が
重
要
で
、
見
切
り
発
車
し
て
し

ま
う
と
大
変
な
危
機
を
招
き
か
ね
な
い
。

●
自
由
化
実
施
へ
解
決
す
べ
き
課
題
②
原
子
力

─
─
自
由
競
争
下
に
お
け
る
原
子
力
事
業
の
あ
り
方
も

課
題
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

原
子
力
は
発
電
所
の
計
画
か
ら
建
設
、
運
転
、
廃
炉

現行の安定供給確保の取り組み

需要 供給力 

❶中長期的な供給力の確保
稼動しない予備電源や、稼動時間が極めて少ないピーク電源は、採算が取りにくくなり、

安定供給に必要な供給力・予備力が確保されにくくなる。

❷短期的な需給調整能力の確保
発電設備を保有しない送配電事業者が、必要な調整力の量と質を、

効率的に調達できるか。

需要変動や電源トラブルに対応するため、予備力を確保 確保した予備力を活用して、需要の変動に対応 需要と供給力を常にぴったりと一致させる

大規模電源トラブル
定期点検

出水変動
計画外停止

8～10%
程度

予備力

＋α

気温・需要変動 3%程度

需要と供給力を常に一致

60Ｈｚ
需要

（消費量）
供給

（生産量）

常に一致させる必要
※バランスが大きく崩れると最悪の場合、エリア全体が停電

一日の需要変動

需要 

供給力 

中長期 短期

周波数

瞬時

原子燃料サイクル（日本原燃） 原賠機構法上の相互扶助

〈フロントエンド〉
●ウラン濃縮

〈原子燃料サイクル〉
●再処理
●MOX加工
●廃棄物貯蔵

〈バックエンド〉
●廃棄物処理・管理

原
子
力
事
業
者

出資・
債務保証

利用料の
負担

すべての原子力事業者

資金の交付等
（事故事業者）

特別負担金
（事故事業者）

一般
負担金

原子力賠償支援機構

日本原燃

社
が
競
争
環
境
下
で
原
子
力
事
業
を
担
う
に
は
、
あ
る

程
度
の
予
見
性
を
持
っ
て
事
業
を
計
画
・
実
行
で
き
る

環
境
整
備
が
何
よ
り
重
要
だ
。

─
─
ど
の
よ
う
な
環
境
整
備
が
必
要
？

　

例
え
ば
廃
止
措
置
に
関
わ
る
制
度
。
現
行
制
度
で
は

発
電
所
の
運
転
終
了
と
と
も
に
残
存
簿
価
を
一
括
費
用

計
上
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
政
策
変
更
や
規
制
変

更
な
ど
に
よ
り
計
画
外
に
廃
炉
と
な
る
場
合
、
経
営
へ

の
影
響
は
甚
大
だ
。
国
の
規
制
変
更
に
よ
る
費
用
増
を

適
切
に
負
担
す
る
し
く
み
も
含
め
、
安
全
・
確
実
に
廃

止
措
置
が
行
え
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
。
現
在
、
経
済

産
業
省
の
審
議
会
で
あ
る
原
子
力
小
委
員
会
に
お
い
て

も
、
同
様
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
資
源
の
有
効
利
用
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
減
容
化
・
有
害
度
低
減
な
ど
の
観
点
か
ら
原
子
燃

料
サ
イ
ク
ル
は
重
要
で
あ
り
、
安
定
的
・
効
率
的
な
事

業
実
施
の
た
め
、
そ
の
推
進
体
制
や
、
国
と
民
間
事
業

者
の
役
割
分
担
の
明
確
化
が
必
要
。
こ
の
点
も
、
原
子

力
小
委
員
会
で
各
委
員
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
は
、
原
子
力
損
害
賠
償
制
度
に
つ
い
て
、
海
外
の
事

業
者
負
担
水
準
と
も
照
ら
し
つ
つ
、
原
子
力
政
策
、
競

争
環
境
に
適
合
し
た
も
の
に
適
切
に
見
直
す
こ
と
も
今

後
の
論
点
で
あ
る
。

　

民
間
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
範
囲
の
リ
ス
ク
負
担

な
ど
持
続
可
能
な
環
境
を
整
え
て
い
た
だ
き
、
民
間
の

事
業
者
が
競
争
環
境
の
な
か
で
安
定
供
給
と
料
金
の
低

減
を
図
る
こ
と
で
、
お
客
さ
ま
の
利
益
に
つ
な
が
る
と

システム改革に関する懸念

大飯発電所

原子力小委員会  2014.8月の資料をもとに作成



33［やく］  2014 November

れ
て
い
る
が
、
一
部
に
透
明
性
、
公
平
性
が
な
お
不
十

分
と
の
指
摘
が
あ
り
、
来
年
の
通
常
国
会
に
法
的
分
離

を
定
め
る
電
気
事
業
法
改
正
案
が
提
出
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。
成
立
す
れ
ば
一
八
〜
二
〇
年
を
目
途
に
法
的
分

離
が
行
わ
れ
る
見
通
し
だ
。

　

我
々
は
現
行
制
度
で
も
中
立
性
は
十
分
確
保
さ
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
仮
に
法
的
分
離
と
な
っ
た

場
合
、
こ
れ
ま
で
発
送
電
一
貫
体
制
の
下
で
維
持
さ
れ

て
き
た
安
定
供
給
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
分
離

を
補
完
す
る
し
く
み
や
ル
ー
ル
が
不
可
欠
で
、
分
離
し

て
も
機
能
す
る
か
を
し
っ
か
り
議
論
し
た
上
で
進
め
る

べ
き
。

─
─
分
離
す
る
と
ど
ん
な
事
態
が
懸
念
さ
れ
る
？

　

例
え
ば
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
時
、
電
力
会
社
は

発
電
・
送
配
電
・
小
売
部
門
が
一
体
と
な
り
、
総
力
戦

で
迅
速
な
復
旧
を
実
現
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
高
度
な

工
業
製
品
の
生
産
に
は
周
波
数
維
持
が
不
可
欠
だ
が
、

こ
れ
も
発
電
側
と
送
電
側
が
協
調
し
、
瞬
時
の
状
況
変

化
に
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
。
発

送
電
が
分
離
さ
れ
た
体
制
下
で
、
数
多
く
の
事
業
者
が

協
力
し
て
同
様
の
対
応
が
可
能
か
ど
う
か
。

　

改
革
の
本
来
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
慎
重
な
議
論

を
望
み
た
い
。

●
今
後
の
抱
負

─
─
課
題
も
多
い
よ
う
だ
が
、
今
後
の
抱
負
は
？ 

　

ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
ろ
う
と
も
、
我
々
は
責
任
と
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考
え
て
い
る
。
ま
た
、
３
Ｅ
、
す
な
わ
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
・
環
境
性
・
経
済
性
に
優
れ
た
原
子
力
は
、

日
本
は
も
と
よ
り
世
界
で
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
引

き
続
き
原
子
力
技
術
を
高
め
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
事
故

を
経
験
し
た
日
本
の
責
務
で
あ
り
国
際
社
会
へ
の
貢
献

だ
と
考
え
て
い
る
。

●
発
送
電
分
離

─
─
改
革
の
第
三
段
階
は
発
送
電
分
離
。
電
力
会
社
の

送
配
電
網
を
新
規
参
入
者
に
開
放
す
る
た
め
、
法
的
分

離
（
別
会
社
化
）
が
言
わ
れ
て
い
る
が
？

　

送
配
電
部
門
は
既
に
〇
三
年
か
ら
会
計
分
離
が
な
さ

取材・編集／田窪由美子

誇
り
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
既
に
三
年
半
、
厳

し
さ
を
増
す
経
営
環
境
と
先
行
き
不
透
明
な
状
況
に
些

か
不
安
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
逆
境
の
な
か
で
も

ベ
ス
ト
を
尽
く
す
こ
と
は
必
ず
将
来
の
礎
に
な
る
。
そ

う
信
じ
て
、
現
場
の
社
員
一
人
ひ
と
り
が
電
力
の
安
定

供
給
と
い
う
普
遍
的
使
命
に
誇
り
を
持
っ
て
専
心
し
て

い
る
。

　

我
々
自
身
の
自
己
変
革
と
し
て
、
ま
ず
は
コ
ス
ト
意

識
を
変
え
て
い
く
。「
価
格
¦
コ
ス
ト
＝
利
潤
」。
こ
の

当
た
り
前
の
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
、
自
由
化
の
下
で

の
競
争
の
な
か
で
お
客
さ
ま
か
ら
選
ば
れ
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
。

　

加
え
て
、
自
由
化
と
い
う
環
境
変
化
は
我
々
に
と
っ

て
も
事
業
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
。
電
力
供
給
と
い
う
事
業

の
枠
や
関
西
と
い
う
エ
リ
ア
の
枠
を
超
え
、
他
エ
リ

ア
・
海
外
も
視
野
に
入
れ
た
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者

と
し
て
積
極
的
に
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

そ
し
て
市
場
で
競
争
力
を
発
揮
す
る
に
は
、
何
も
か

も
自
力
で
で
き
る
わ
け
は
な
く
、
互
い
の
強
み
を
生
か

せ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
連
携
が
不
可
欠
。
こ
れ
ま
で
も

燃
料
調
達
等
で
他
社
と
の
連
携
を
進
め
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
先
般
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン
一
括
受
電
サ
ー
ビ
ス
最

大
手
の
中
央
電
力
と
資
本
業
務
提
携
も
行
っ
た
。
今
後

も
目
的
・
価
値
を
共
有
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
協
力
し

な
が
ら
実
力
を
蓄
え
た
い
。
新
た
な
成
長
へ
の
基
盤
構

築
の
時
機
だ
と
捉
え
、
覚
悟
を
持
っ
て
シ
ス
テ
ム
改
革

に
向
か
っ
て
い
く
。

災害復旧


